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キ ッズゲルニカ国際こども平和壁画制作 プロジェク ト

異文化理解と美術教育の可能性

水 口 薫

要 旨

1995年 か ら始 まったKids'Guernicaキ ッズ ゲル ニカ国際 こ ども平和 壁画 制作 プロ ジェ

ク トは、 「子 ど もに よる絵画 制作 」 を通 して平和 の メ ッセー ジ を描 くとい う国際 的 な

アー ト ・プロジェ ク トで ある。パ ブロ ・ピカソが、1937年 に 制作 した 「ゲル ニカ」 と同

じサ イズ(3.5m×7.8m)の 絵 に、子 どもた ちが平和 の メ ッセー ジを込 めて、描 くとい

う もので、1995年 か ら2001年 まで の1期 と2001年 以 降の2期 の活動 で、 これ まで に40力

国以 上、160点 を超す作 品が制作 され てい る。 この歴 史 と作 品制作 の過程、技 法、 ワー

クシ ョップや展 覧会 を通 しての異文化 理解 と美術教 育の実践例 の紹 介 と可能性 を考察 し

た。

キ ーワー ド ゲルニ カ、 キ ッズゲ ルニカ、異文化 理解 、平和教 育、美術 教育

はじめに

スペ イ ンの画家 パブ ロ ・ピカソPabloPicasso(1881-1973)は 、20世 紀 を代表 す る芸

術家 で、油絵、素 描、版画 、彫刻、舞 台装置 な ど幅広い分 野 と独 自の様 式 による創作 活
ユ　

動を行い、キュビスムCubismを 創始 した。スペイン市民戦争、国王の共和国軍 とフラ

ンコ将軍の反乱軍との内戦で、1937年4月26日 、フランコを支援する ドイツ空軍によっ

て、バスク地方の都市ゲルニカへの無差別爆撃が行われ、無防備 な市民が殺害 された。

パ リ万博スペイン館の壁画制作 を依頼 されたピカソは、その悲惨 な現状 と抗議をこめて

壁画 を描いた。6月4日 「ゲルニカGuernica」 を完成、発表は、絵画による戦争否定、

平和を願 うメッセージを発信する作品となった。
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Kids'Guernicaキ ッズ ゲル ニ カ ・プ ロ ジ ェク トの始 ま り

このプロジェク トを始めたのは、ArtJapan(ア ー ト・ジャパン)研 究会で、1995年

から2001年9月 までキッズゲルニカの活動、運営を行った。アー ト・ジャパン研究会は、

1992年 、 日本の京都 を拠点に、非営利活動で、芸術、文化の活動及び情報発信を研究す

る研究会 として始 まり、画家、染織作家、舞踊家、大学教授、教員、博物館 ・美術館学

芸員、研究所研究員、芸術 ・文化に関心のある一般人な ど幅広い層で構成 されていた。

代表の安田正は、読売テレビのディレクター、プロデューサーの経歴を持ち、番組制作

において、芸術、文化の商業性に疑問を持 っており、フランス ・ドイツ共同出資のテレ
　ラ

ビ局アルテArteの ような 「芸術文化チャンネル」を日本で開設することを考えていた。

アー ト・ジャパ ン研究会は、それに合わせ、芸術 ・文化の講演会、衛星チャンネルの

疑似放送イベン トの企画を行っていた。 しか し、衛星チャンネルの開設、維持には、莫

大な資金が必要であ り、その出資者の 目途も立たない状態であった。1994年 、衛星チャ

ンネルの開設を待 たずに、研究会の活動を一歩進める形で、芸術 ・文化情報 を収集、

ArtJapanNetwork(ア ー ト・ジャパ ン ・ネットワーク)と して、インターネッ トにお

ける情報発信 を行 うことにした。取材地域 は、スタッフ、経費の関係で、京都を中心 と

した関西圏に限 られた。ギャラリーの展覧会情報、画家、作家へのインタビューは、映

像記録 も合わせて行った。Web上 での情報 は、当時の通信回線の能力から文字情報 と静

止画情報でスター トした。一部、実験的に、映像情報をWebホ ームページで提供 したが、

専用ソフ トのダウンロー ド、利用者の コンピューター能力などの問題で満足で きるもの

では無かったため、映像を使った情報発信は、講演会等において補った。

既存の作家、伝統的な文化だけでなく、新進気鋭、新 しい表現、発想、活動を行 う作

家、イベ ント活動の紹介、インタビューなどを積極的に行った。アー ト・ジャパ ンとし

て、独 自の活動を計画することとなり、代表の安田正、メンバーの大阪女子短期大学で

美術教育、幼児教育 を教える阿部寿文助教授(現 ・教授)、 京都府京都文化博物館映像

資料室長を退職 した水 口薫(現 ・大手前大学メディア ・芸術学部教授)の 三人で検討を

行った。

翌年の1995年 は、第二次世界大戦終結50周 年にあたることから 「平和」をテーマにし

た絵画制作イベ ントが、まず浮かんだ。1994年 は、国連で採択 された 「子どもの権利条
ヨ　

約」 を 日本 が批准 し、発効 した年で あった ことか ら 「子 ども」 が主役 で、世界 の子 ども

が絵 を描 くことが考 え られ た。次 に、 イ ンパ ク トのあ るイベ ン トと言 うことで大 きな絵

を描 くこ とが提案 された。大 きな絵で、戦 争の悲惨 さを描 いた作 品 に、 スペ イ ンの画家

パ ブロ ・ピカ ソによる 「ゲルニ カ(1937)」 が ある こ とは有名 であ るので、 その壁 画の

大 きさ349.3×776.6cmと 同 じサ イズ のキ ャ ンバ ス に描 くことで、 プ ロジェ ク トの名前 を

一190一



キッズゲルニカ国際こども平和壁画制作プロジェクト

「キッズゲルニカKids'Guernica」 とすることが決 まった。

世界の色々な国の子 どもが一緒に絵 を描 くことなどが案 として挙がったが、戦争や憎

しみの中には、お互いの国の文化、歴史、宗教などの違いによることが起因するもの も

あることか ら、それぞれの国の子 どもたちが描いた壁画から異文化を知 り、理解するこ

と、「平和」 とは何か、「共存」とは何かを考える機会を作る目的で、世界中を巡回する

ことにした。

「キ ッズ ゲ ルニ カ」 の 基 本理 念 は、 ピ カ ソの制 作 した 「ゲ ル ニ カ」 と同 じサ イズ

(3.5m×7.8m)の 絵 に、子 どもた ちが平和の メ ッセー ジを込めて、描 くとい うもので あ

る。 それ以外 には、技 法、 内容、制作期 間 に関 しての制約 は何 もない。

子 どもの年令は、「子 どもの権利条約」で18歳 未満 を 「児童(子 ども)」 と定義 してい

るので高校生以下 を想定 していたが、敢 えて条件には しなかった。壁画作品の所有権、

著作権に関 しては、参加 した子ども、実施 した組織、団体、経費を負担 した者には、一

切無いものとした。これはアー ト・ジャパンにおいても同じであった。

理 由は、制作 したキッズゲルニカの壁画作 品は、ある数、完成 した段階で、多 くの

人々に見てもらう機会 として展覧会を開催すること。それは日本以外の国々においての

展覧会開催も想定していた。不慮の事故、運搬、展示による物理的な損傷は、国内を問

わずありうるので、その損害賠償請求などの要求をしないこと。管理、保存の問題が出

て くるので、世界各地で分散、保存、展示を行い、ある期間が過 ぎた時点で、作品の入

れ替えを行い、違った視点、組み合わせの展覧会が開催できること。損傷 した作 品は、

それ以上の損傷を防 ぐために、美術館、企業、個人で保存、管理を行い、作品はデジタ

ル複製 したデータのWebで の公開、展示には、プリン トアウトしたものを利用す ること

とした。

ワークショップの開催

ワー クシ ョップ をどこで行 うかが検 討課題 となった。 日本 の京都 か ら行 うこ とも考 え

られ たが、阿部 と壁 画 を題材 に した美術 教育研究 で旧知 のアメ リカ ・フロリダ州 立大学

美術 教 育 学 部教 授 トム ・ア ンダー ソ ンTomAndersonが 、 壁 画 の機 能 を 「コ ミュ ニ

テ ィー ・ミュー ラルCommunityMura1」(地 域 社会 の壁画)と い う論文 を発 表 してい る

こ とか ら、彼 に呼びか け、最 初の ワー クシ ョップ をフロ リダ州立大学 で行 うこ とに なっ

た。

ア ンダー ソ ンは、 キ ッズゲ ルニ カの テーマ を 「平和 の贈 り物AgiftofPeace」 、 中心
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メ ッ セー ジを 「文化 のイ クオ リテ ィequality(平 等 性)」 と 「ノーマ ライゼー シ ョンnor-

malization(等 生 化)」 として、1995年7月6日 、 ミーテ ィ ングに参加 したア フリカ ン ・

ア メ リカ ンの子 ど もた ちに、 「ヒロシマ」 の原爆 につ いて説 明、 日本 の子 どもた ちへ の

平和 の 贈 り物 を どの よ うな もの にす るか考 え させ 、12日 か ら15日 の4日 間の ワ ー ク

シ ョップへ とつ なげた。

黄色 い太 陽、緑 の海 に、 「平和 の贈 り物AgiftofPeace」 と書 かれ た リボ ンが アメ リカ

と日本 を結んで いる。青い空 に子 ど もたちが浮 かび、黒い カ ラスが平和 の メッセージ を

くわえて飛 んで いる。 キ ャ ンバス の周 りに25cm幅 で 設 け られ た部分 には、4日 間全 部

に参加 しない子 どもた ちがパ ッチ ワー クの ように小 さな絵 を描 いた。絵 を描 くこ とは出

来 ないハ ンデ ィキ ャップの ある子が車椅子 に乗 って鑑賞す る ことで ワーク シ ョップに参

加 した。

完成パ ーテ ィーで、民族音楽 や ダ ンス を披 露、 自分た ちのアイデ ンテ ィを壁画制作 だ

け でな く、 記録 された 映像 に よって も紹 介す る機 会 を作 った。 映像 記録 は、 その後 の

ワー クシ ョップの基本 となった。 アメ リカの観念色 を使 った太 陽や海 、 日本で は嫌 われ

者の カラスは、賢 く信 頼の おける鳥 とされてい るな ど、次 の ワー クシ ョップを開催 した

日本の子 どもた ちには新 しい発 見 となった。(参 照:p.192図 版)
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キッズゲルニカ ・アメリカ ・タラハシ市 ・フロ リダ州立大学(1995)

日本のワークシ ョップ

阿部が、 フロリダか ら持ち帰ったキッズゲルニカを前にして、 日本の最初のワーク

ショップが、7月29日 か ら徳島県立近代美術館で行われた。子 どもたちは、事前に両親

や学校の先生か ら戦争について聞き、準備 をした。絵画表現の 「技術」 を見せるのでは

な く、子 どもらしい表現を目指 した。テーマは 「平和の架け橋」として、青い海の地球、

アメリカ大陸と日本の問に鳴門大橋が伸び、空の気球から 「平和の夢 をみんなのものに」

の垂れ幕が下がっている。自然保護、大樹、魚、鳥、花、阿波踊 り、手 をつなぐ子 ども

たちが描かれた。人物表現には、日本の子 どもたちの特徴のコミックの影響がみ られた。
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10月28日 か ら韓国の国立仁川教育大学校でのワークシ ョップは、盧在又名誉教授 の

コーディネー トで始まった。仁川広域市北部地区の小学校から1校1名 ずつ選抜 された

子 どもたちは、外国か らの侵略の歴史と現在の状況を学び、テーマを 「我 らの平和 は南

北統一から」 として、「手と手をつないで平和 に向かう」 「21世紀を担 う子 どもたちの未

来」をメッセージに した。テーマを書いた横断幕 を2羽 の鳥が広げている下に、朝鮮半

島を守った祖国の英雄、民族衣装チ ョゴリを着た子どもたち、手をつな ぐ色々な民族の

子 どもを描いた。アメリカ、 日本、韓国とワークシ ョップがつながってきた ことか ら、

長い幕でメッセージを表す という表現や各国の国旗を描 くという表現が同 じようになっ

た。

4枚 目のパプアニューギニアのワークショップ(1996.1.16-19)か ら前回のワーク

ショップのキッズゲルニカのテーマや絵の内容に影響されない、それぞれの民族、風土、

自然、歴史と文化 を描 くようになって行った。

表現方法の多様化

紛争 のあ るアジアの 国では、ス トレー トに戦争 の影響が表現 されていた。 イ ン ド ・コ

ル カ タ市(旧 称 カル カ ッタ)(1996)の 作 品 は、 国の まわ りを囲 む戦 車が バ ング ラデ

シュか らの難 民 の流 入 を防 いで いる こ と、 ク ゥエー ト(1996)で は 、 イ ラクの侵攻 に

よ っ て捕 虜 に な り未 だ に戻 っ て こ ない 父 や 家 族 を象 徴 す る縛 られ た 手 が 描 か れ 、

「POW:PrisonerofWar」 の文 字があ る。(参 照:カ ラー図版)

平 和 教育 が行 われ てい る 日本 では、子 ど もだ けでな く、 大人 も 「POW」 の 意味 を知

らないのが普通 で、平和 二自然保護 ・環境の 図式 で、地球、 太陽、虹 、木 々、海 や 山の

自然 を描 く作 品や緑 や ピ ンクの色 の多用 、 アニメ ・マ ンガのキ ャラク ターの表現 が増 え

て行 った。平穏 で、経済 的に安定 してい るアジアの国で は、 身の 回 りの風景、祭 り、文

化、民族 衣装 の子 どもを描 くとい う、 ア イデ ンテ ィテ ィの確 認の表現 が見 られ た。

子 ど もの美術 教 育が 進ん でい る ヨー ロ ッパや 先進 国で の ワー クシ ョップでは、 コー

デ ィネー ト、指導 す る人が美術 教育者 であ る場合 が多 く、 日ごろの美術 教育 の延 長線上

での キ ッズゲ ルニ カ制作 とな るの で、抽 象的 な表現 、幾何学 的 な文様 、斬新 な構 図 な ど、

新 しいデザ イ ン表現 の作 品が生 まれ ていた。 これ は指導者 の独 りよが りの指導 で な く、

参加 した子 ど もたち も一緒 に考 え、意 見 を出 し合 った上 での作 品制作 であ った。

特 に、 フラ ンス ・ポ ンピ ドー セ ン ター ・子 どもア トリエで 、子 どもに指導 す るポ リ

ス ・テ イソBorisTissotの ワ ーク シ ョップは、毎 回、 メ ッセー ジ性 、表 現方 法 にお いて、

新 しい試み を していた。

パ リ ・ポ ンピ ドーセ ンターの ワーク シ ョップ(1998)で は 、全体 が赤の背景 に、 自分
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の手形に切 り抜いたボール紙をスタンプにして4隅 から黒色で押 していく、近づいて見

ると重な り合った手が暴力を、中央の黄色が平和を表していた。マラコフ市の小学校で

のワークシ ョップ(1999)で は、白、黒、灰色のモノ トー ンで、新聞の紙面を描 き、写

真 に当たる部分には、紛争や飛行機、兵器 などが写 しだされていた。 ヨーロッパは、ソ

ビエ ト連邦、東欧の混乱、ボスニア ・ヘルッェゴビナ紛争、中東戦争など、毎 日、戦争、

紛争の新聞記事が載るのが 日常茶飯事であることも子どもたちが題材にした理由であっ

た。

2009年 ポ ンピ ドーセンター ・子 どもア トリエでの ワークショップは、ゲルニカの3
4)

DCG作 品を鑑賞することから始ま り、3D空 間を自在にウォークスルー ことによって、

描かれた人、動物の叫び、苦悩、表情を感 じた。次にゲルニカ空爆の ドキュメンタリー

を見て、現実に起 こった戦争の悲劇を理解 した上で、今までに制作された世界のキッズ

ゲルニカに描かれている内容の分類を行った。子 どもたちは、それぞれキーワー ドを見

つけ、戦争の悲惨 さを一枚の絵で表現 してみた。

ピカソ美術館パ リへ行き、 ピカソの絵 を鑑賞、 自分たちの絵の表現のヒン トを捜 した。

それをもとにそれぞれが描いた絵のキャラクターや部分を切 り出 し、コラージュ、配置

して全体の構成を決めて行った。色は今回も、白、黒、灰色のモノ トーンを基調 として、

小 さいサイズの壁画 を制作、数枚の絵をプロジェクターで投影、ゲルニカサイズにした

絵 のキャラクターや部分 を切 り出し、輪郭をキャンバスに書 き写 して彩色 した。町や

人々を襲 う戦争、悪の象徴、空爆する飛行機か ら人々を守る善の象徴が単純なデザイン

で構成 され、ゲルニカの思想を受け継いでいた。(参 照:p.194図 版)
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キッズゲルニカ ・フランス ・パリ ・ポンピ ドーセンター(2009)

日本 ・東京 ・東久留米市立神宝小学校でのワークショップでは、5年 生の図工担当教

諭細田和子は、授業で、子 どもたちに地域 を題材にした木版画作 りを指導、そこからゲ

ルニカサイズの版画作品にすることを考えた。1日 の制作期間で完成させる作品もある

が、この巨大な版画制作 を子 どもたちと始めたのが1997年 、版画が完成 したのが1999年

と長い期間をかけた、ゆっくりとした制作であった。中心に大 きな木をすえ、その周 り
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で子 どもが遊び、版画制作 をする、地域の題材、お地蔵さん、犬、鳥、野にいる兎、平

和の象徴のユニコーンなど、お伽話のような作品が完成 した。(参 照:カ ラー図版)

持続する平和教育と芸術の融合は、細田の指導する版画、スタンプの手法 と生命の木

を描 くテーマでのワークショップ ・スタイルとな り、参加 した子 どもたちが成長 して大

学生になって、地域 との連携、次のキッズゲルニカ制作の企画、子 どもの指導を行 った。

次世代への橋渡 しが成功 した例であった。

京都教育大学教育学部附属養護学校でのワークショップ(1998)に 参加 したのは、ハ

ンディキャップのある子 どもたちであった。身体的ハンディキャップ、心的ス トレス、

脳性マヒなど様々なハ ンディキャップを持つ子 どもたちは、 まず、ボディーペインティ

ングで、キャンバスの上の絵の具を身体で伸ばし拡げ、それぞれ思いつ くものを描いた。

上書 きで、前に描いた絵が消 えることもあるが、抽象絵画風の作品が完成 した。遊びと

作品制作、参加する楽 しさ、喜 びを享受で きるワークショップになった。(参 照:カ

ラー図版)

下地の絵の具と上書 きの絵の線が、 「ゲルニ カ」の ラインに似てきたの は偶然では

あったが、クゥエー トの作品にも同様の偶然のラインが見える。その他にも 「ゲルニカ」

の参照、検証 をした作品も生 まれている。広島の原爆投下爆心地の小学校 でのワーク
らラ

シ ョップ(1999)に お い て、 子 ど もたち は原爆 ドーム とサ ダコの像 と折 り鶴 をテーマ に

平和 を訴 え る こ とを考 えた。構 図は、 「ゲ ルニ カ」 の絵 の配 置 を参照 す る ことに した。

繋 いだ下 絵用 の模 造紙 に、 プ ロジ ェク ターか ら 「ゲル ニ カ」 を投影 して、構 図 を写 し

取 っ た後、 原爆 ドー ム とサ ダ コの像 と折 り鶴 を配 置 して 、平 和 の願 い を込 めた 。(参

照:カ ラー図版)

広 島県福 山市 の盈 進 中学校 は、毎年 、平和教育 の一環 として、 キ ッズゲ ルニ カを制作

してい る。2006年 、 全 く同 じレプ リカ制作 を行い、 「ゲル ニカ」 を体験 、検 証 しようと

した作 品であ った。(参 照:カ ラー図版)

オ ース トラ リア ・ウロ ンゴン大学 の イア ン ・ブラ ウ ンIanBrownは 、1997年 か らワー

クシ ョップを続 けてい る一 人で、2005年 の ワーク シ ョップでは、絹地 に 「ゲ ルニ カ」 の

カラー版 を子 ど もた ち と完成 させ た。バ リ島で の展覧 会(2005)で 、 野外 展 示 中に ス

コール(強 い にわか雨)に 遭 い、捺染 を施 してい なか ったため、色 が流 れて しまった。

子 どもた ちは、再 度、制作す る計画 を持 って いる。(参 照:カ ラー図版)

スペ イン ・ゲルニ カで の ワー クシ ョップ(2003)で は、左右 に 「戦 争」 と 「平和 」 の

世界 を描 き分 け、「ピカ ソの ゲルニ カ」 の部分 を引用 し、広 島の原爆 を描 いてい る。(参

照:カ ラー図版)

現 在 、 ゲルニ カで は、「ゲル ニ カ」 の参照作 品 のプ ロジェ ク ト"GERNIKA-GUERNI-
6)

CA"SOURCEOFTOARTANDCULTURE2010-2012を 行 ってい る。
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キ ッズゲルニカ ・プロジェク トの再出発

20世 紀の終わ りにキ ッズゲルニカ ・プロジェク トの終了、 アー ト・ジャパ ンとして、

最後の展覧会が計画 された。2000年12月 、ネパール ・カ トマンズ市で、 ラビン ドラ国王

の開会宣言によって、60点 のキッズゲルニカを野外広場に展示する展覧会、シンポジウ

ム、子 どもたちとの交流が始 まった。展覧会最終 日に、首都カ トマ ンズで暴動が起った。

戒厳令が布かれ、外出できない状態 となり、参加 した世界の子 どもたちとネパールの子

どもたちの交流会は中止となった。外出できない参加者の子 どもたちは、ホテルの中庭

で子 どもサ ミッ トを開催 して意見交換を行った。フランス、イタリア、イン ド、台湾、

ネパール、日本の子 どもたちは、大人の英語を共通語とした母国語通訳で、議論を展開

した。

平和を願って、集 まったカ トマンズでこのような紛争が起 こり、世界にはまだまだ戦

争や紛争、対立が残っている。なぜ、キッズゲルニカをやめるのか という疑問を大人に

投 げかけた。資金がないのなら、古新聞を集めて資金 を作るなど、色々な意見が続出、

そして、キッズゲルニカを継続すべ きだという子 どもサ ミット宣言をした。

その夜、大人のスタッフが集まり、子 どもたちの意見を尊重すべ きとの意見が大勢を

占め、アー ト・ジャパ ンの行ってきた活動 はここで終了 して、世界各地でワークシ ョッ

プを開催 してきた人間が構成メンバーとなる、国際委員会を新 しく作 り、第2期 のキッ

ズゲルニカ ・プロジェク トを開始することにした。

イタリアか らアルプスでの展覧会の提案があ り、2001年11月 から2002年4月 までイタ

リア ・クロンプラッツKronplatzの スキー場の山頂、ロッジに60点 の作品が展示 され、

10万人以上のスキー客が鑑賞 した。(参 照:p.196図 版)

キッズゲルニカ ・イタリア ・クロンプラッツ展覧会(2001)

ネパールでの暴動は、アジアで人気のあるイケメンのインド映画の人気スターが、イ

ンタビューに 「ネパール人は嫌いだ」 と言 ったというデマを信 じたファンが、インド大

使館 に抗議に出かけたことが発端であった。インド大使館は、官庁街、政府のビルのあ
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るところで、警察が取 り締 りを強化 していた。ネパール、イン ド、パキス タンには、

カース トの身分制度、差別が残 っているのと貧富の差による不満が国民の底辺に存在 し

ていた。反政府の活動をする人もいる中で、取 り締 る警官隊との衝突が起こった。投石

に対 して、警察が発砲 した弾が、商店の中にいた少女に当た り死亡、政府への不満が一

気に爆発、外資系会社、貴金属店、商店を襲う惨事 となった。その6ヶ 月後、穏健 なラ

ビンドラ国王夫妻が、結婚 を反対された王子の銃撃によって死ぬ という事件 も起 こった。

ネパール展 に参加 した子 どもたちは、 さらに誤解による憎 しみという現実に直面 し、戸

惑いながらもキッズゲルニカ ・プロジェクトに参加、成長 して行った。

国際委員会形式になって以降、 日本では美術教材 に掲載 され、平和教育と美術教育の

観点から学校 としての取組むところが増え、国際委員会メンバー もワークショップ、展

覧会を開催、キッズゲルニカ作品はさらに増え続けている。

キッズゲルニカ ・ワークショップ と美術教育、その発展性

2005年 の中国 ・上海市浦東新 区香山小学校でのワークショップでは、裕福な階層の住

む地区での開催 ということで準備や関連イベ ント、セ レモニーの管理が行き届いていた。

上海 タワーの近代中国 と歴史上の正義の勇者を描 く、朱色を基調とした水墨画による壁

画を数時間で完成 させた。2年 後、上海でのワークショップが再度計画された。成長著

しい中国の共産主義体制における思想統制、放送 ・情報の規制の厳 しい中では、今 回も、

自由な発想は生まれてこないのではないかと思われたが、上海市徐悲鴻芸術幼稚園での

ワークショップ(2007)で は、新 しい発見、希望があった。

私立で、いくつかの幼稚園を運営する学校のその中の一つ、徐悲鴻芸術幼稚園は、名

前に芸術がある通 り、子 どもたちに芸術面で特化 した教育を行っていた。創始者は、馬

の絵を題材に描 く、高名な水墨画の画家で、幼稚園のシンボルマークも馬であった。6

才の年長組か ら絵の好 きな夏休みに参加できる子が集まった。

和平(平 和)の イメージを沢山の馬が集まることで表現することにな り、白いキャン

バスに墨汁で、馬の輪郭 を描いて行った。100頭 の馬を描 くことを目標 に、子 どもたち

は大小の馬を描いて行 くが、キャンバスの四方から描 くので、馬の天地はバラバ ラ、逆

の位置になるが、子どもたちは何の躊躇 もなく描 き続けて下絵 を完成 させた。色 を塗る

段になって、 日本の子 どもたちでは、 自分の描いた下絵は最後まで自分が彩色 して完成

させるという所有権的なものが生まれて くる。場合によっては、いがみ合い、争い、ケ

ンカに発展する。

この幼稚 園の子 どもたちは、塗 りたい馬か ら塗 りやすい部分か ら塗 り始めた。その色

は、馬は茶色 という日本の子 どもたちの固定観念 を覆す、黄色、青、緑、茶色、 ピンク
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とい う色を塗 ってい く。馬全体を同一一色で塗るのでな く、頭、首、胴、足の色が違 う、

カラフルな不思議 な馬が完成 して行った。また一頭 を一人で仕上げるのでなく、空いて

いる馬の部分があると感覚的なひ らめ きがあるかのように、好 きな色を塗 りに行 くとい

うものであった。子 どもたちは、協力 して、部分か ら大 きな全体の絵 を完成 させた。

(参照:カ ラー図版)

幼稚園での授業 と施設を見学 させてもらった。絵画の教室には、小 さなイーゼルと椅

子のセットがあ り、デッサ ンからクレヨン、色鉛筆、水彩絵の具、水墨画などの技法を

学んでいる。版画や工作、切 り絵、その他の色々な技法を使った作品を廊下に展示 して

いた。中国の歴史を芸術 ・文化面で学ぶ、小 さな博物館、展示室があり、古来の美術作

品、伝統工芸品、衣装、民芸品、作家の作品を展示 していた。大学のギャラリーにも引

けを取 らない構成であった。

遊戯室のような教室には、色々なお もちゃ、人形、自動車、汽車、家の模型、果物 な

どの レプリカがあり、自由に手にとって遊ぶことができる。アーチ と柵で仕切 られた場
の

所 は、キッザニアのように、お店屋さんごっこなどの役割を学ぶことができる。 トラン

プやゲーム盤、双六、モノポリーなど世界の色々な国のゲームが集められていた。ゲー

ムに関して、囲碁、将棋盤が備え付けられた机 と椅子のある部屋、鏡張 りのバ レー、ダ

ンスの レッスン室、 ピアノ、楽器を演奏できる音楽室など、絵画以外の芸術も学ぶこと

ができる体制になっていた。中国では、英語教育が熱心に行われているが、この幼稚園

でも英語教育の一環 として、階段一段一段 に英単語のスペルが書かれていた。子 どもは

発音 しながら階段を上 っていた。

ここは芸術 に関しての英才教育を行 う幼稚 園であるのだが、系列の幼稚園では別の取

り組みをしている。 しか し優秀な子 どもを選抜 して入園させているのではなく、4才 か

ら6才 の普通の子 どもが通い、成長 し、 自由な発想で温かい心 をもった子どもに成長 し

て行っている。公立校 は授業料無料の中国にあって、私立幼稚園の高い授業を払える層

は、まだ多 くない。2005年 のワークショップをした香 山小学校 もエ リー ト層の通 う学校

で、我々を歓迎するイベ ントでは、バ レーや楽器演奏、歌、組み体操など披露 した。こ

のような学校は多 くはない。小学校に入学 してからの指導体制がどのようになるのかに

よって、才能が埋 もれて しまう可能性 もある。

「文化のイクオリティ(平 等性)」 と 「ノーマライゼーション(等 生化)」 の実践

目の見 えない子 どもた ちの ワークシ ョップ

イ ン ド東部 、人 口1400万 人 の都市 コルカ タ市Kolkata(旧 称 カル カ ッタ)に あ るブ ラ

イン ド ・ボー イズ ・ア カデ ミーBlindBoysAcademy(ラ マ ク リシュナ財 団)は 、全 盲の
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子 どもか ら強度の弱視の子どもが学ぶ、寄宿舎制の学校である。広大な敷地の中には、

目の見えない子 どもの学校か ら木工、旋盤を学ぶ職業訓練所、女性が学ぶ学校、大学、

病院、農場、牧場、それぞれの寄宿舎の建物があ り、自給 自足の体制をとっている。
　ラ

2007年 の大手前大学キッズゲルニカ展で、 目の見えない子 どもの作品展示、 シンポジ

ウムでの発表があった。 目の見えない子どもが絵 を描 くことがで きるのかという疑問を

持って、2010年3月8日 か ら11日 の4日 間、前回、指導 したオシット ・ポダールAsit

Poddar(画 家 ・写真家)と 一一緒にブラインド・ボーイズ ・アカデミーのワークシ ョッ

プに参加 した。10才 か ら学ぶ、この学校では、校内を歩 くときは、2人 一組または3人

一一組になっている。一人は全盲の子 ども、もう一人は弱視で少しは見える子 どもで、助

け合って行 く体制になっている。私たちよりも軽快に階段を上 り下 りしていた。

これは、美術教育とい うより物の理解、空間認識教育の成果が大 きい。 日本では、点

字の読み書きを重要視するが、ここでは手で物に触 るという教育を行っていた。美術の

デ ッサ ンに使 う人の石膏像は、ネール首相、タゴールなどの像 もあり、それを触 って顔

の輪郭、特徴を覚える。車は、自動車、バス、消防車など、家の例では、キリス ト教教

会、イスラム教モスク、仏教寺院、 ドールハウスのような部屋 を分割 した模型、ブラン

コ、滑 り台、砂場のある広場 など、果物、野菜、魚 などの模型を触って形を覚え、名称

と同時に色の概念の情報 も一緒に覚える。実物の香辛料の材料 は、元の形と大 きさを知

り、磨る道具を実際に使い磨 って作業 と匂いの情報として受け入れる。それによって頭

の中で、バーチ ャル ・リアリティーVirtualReality(仮 想現実)の 空間認識 と機能理解

をしている。

絵画の授業では、ひもで物の形を作 り、画用紙に貼 り、点字で色分けされたクレヨン

を使 って、ひ もの輪郭 内を塗るとい う制作方法 を学ぶ ものであった。前 回の ワーク

ショップ作品はこの手法であった。 コンピューター入力の練習は、まさに本当のブライ

ン ドタッチで、スキャナーで読み込んだ文字情報 を音声変換装置で変換、ヘ ッドフォン

で聴 くシステムを使用 していた。(参 照:p.206図 版)

今回のワークシ ョップでは、端切れを使って、布の切 り絵制作を行った。少 し見える

子 どもは、目に近付けて色 と形を確認しなが らハサ ミを使って布を切 り、画板の上で他

の布 と大 きさ、位置関係 をチェックして、キャンバスに糊づけした。全盲の子 どもは、

見える子 に手伝ってもらい、 自分で切った布の色 と形を確認して作品を制作 した。三次

元空間の認識、感覚があるか ら、二次元にした時の形、向きなどの構成が出来ている。

作品には、馬、ラクダ、象、鳥の生 き物、手を挙げる子 どもと大人、果物や色々な葉が

ある木々、インド国旗、他の国の国旗などが描かれた。黒のキャンバスに、落ちつた色

合いのメルヘ ンな作品が完成 した。(参 照:p.207、208、 カラー図版)

学校の周囲を囲む塀の外に出ると発展途上の活気ある街中には、三輪タクシー、人力
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車、バイク、車が先 を争うように走っていた。ここで教育を受けた 目の見えない子 ども

たちが街中へ出て生活が出来るかとい うと相当厳 しいものがある。ただ、ここでの実践

は子どもたちの生 きてい く可能性 を生み出していた。

貧富の差による参加の機会からの脱却

コ ル カ タ市 か ら150km、 汽 車 で2時 間30分 の ところ に あ る シャー ンテ ィニ ケ タ ン

Santiniketanに は 、 ノーベ ル文 学賞 を受 賞 した イ ン ドの詩 聖 タゴー ルRabindranath
S)

Tagore(1861-1941)が 設 立 した ビシ ョ ・バ ロテ ィ大 学(通 称 タ ゴー ル国際 大学)が

あ る。全 人格的教育 を理想 とした タゴール国際大学 芸術学部 で学ぶ、 ポ ダー ル氏 の長男

ス キ ッ ド ・ポ ダールSukritPoddarは 、 近 くの プラ ンテ ィックPrantikの 村 に居 住 してい

る。 この村 は、ベ ンガル地方 の典型的 なイ ン ド人 といわれ る種 族が暮 らしてい るが、生

活 はシャー ンテ ィニケ タンの街 に比べ て良い方 ではない。周辺 には、都 市部の裕福 な層

が、週末 や休暇 に利用 す る立派 な別荘が建 ち出 し、周囲 は塀 で囲 われ、ガー ドマ ンが警

備 す るが 、家 々には人の住 んでい る気配 は なか った。

ス キ ッ ド ・ポ ダール は、1996年 の ワー クシ ョップに6才 で参加 した。父 親 と一緒 に、

　ラ

2000年 のネパール ・カ トマンズ展、2007年 の大手前大学での展覧会、シンポジウム、

ワークショップにも参加 した。成長 したスキッ ドは、指導する立場になって、大 きな絵

を描いた経験のない子 どもたちにキ ッズゲルニカの趣 旨を説明、ペ ットボ トルを切って、

パ レット、筆洗を作ることから始めた。子 どもたちは自分の周 りの自然、生活を世界の

子 どもに見てもらうことにした。

朝7時 から準備をしてワークショップを始めるが、3月 の初旬で も11時前には40度 近

くになるので3時 まで休憩をするとい う制作環境であった。年長の子 どもが、紙に下絵

を描いてからキャンバスに写すのではなく、下絵を作 らずに、直接、墨汁で輪郭を描 き、

キャンバスに下絵を描いた。色塗 りには、小さな子 どもも参加できるようにした。墨汁

だけの下絵で も水墨画のような、ゲルニカのモノ トーンの雰囲気の作品に見え、 ヨー

ロッパの子 どもたちのデザイン性 に優れた作品 との共通点が感 じられたが、子 どもたち

は色を塗ることに集中した。村には、牛、山羊、ニワトリ、犬が飼われている。それら

の動物、植物、建物の色は、 日本で見るものとは違い、独特の色合いがあ り、子 どもた

ちはその色 を塗っていた。同じ暑い国のチリの作品のような強烈な赤や黄色、青が塗ら

れるのでな く、ピンクや肌色の道、淡い青空になっていた。(参 照:p.209、210図 版)
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インドの子どもたちの撮影した作品

ブライン ド・ボーイ ・アカデ ミーでは、子 どもたちは、記録 に写真 とビデオ撮影をす

る私に興味を持ち、どの子 もファインダーを覗 き込みにくるので、 ビデオカメラは自由

にズームやパ ン(首 振 り)撮 影をさせた。 目の見えない子 は、液晶モニターファイン

ダーに目を押 し付け、映像 を確認 していた。ズームに慣れて くるとカメラマ ンの子、被

写体 ・俳優の子、ポーズの指示を出す監督の子 と役割分担がされるようになった。実際

に子 どもたちが撮影 していた映像は、プレが大 きく、ズームの繰 り替えしで、私たちが

見るには気分が悪 くなるような映像であった。 しかし、子 どもたちは、自分で被写体を

認識 し、映像を記録 しようとパンやズームを試みていた。液晶モニターファインダーの

工夫をすれば、また映像の理論を教えれば、作品が作れる可能性はある。アニメ制作に

も挑戦 させたいと感 じた。

プランティックの村で も、ブラインド・ボーイ ・アカデミーでの子 どもたちと同 じに、

子 どもたちは、ファインダーを覗 きにきた。一眼レフ ・デジタルカメラで撮影 した画像

は、す ぐ見ることが出来るので、写された子 どもは、恥ずかしがった り、喜んだ りして

いた。画像 を液晶モニターで見るために、カメラ本体を持たせると私がやるのと同 じよ

うにファインダーを覗 き、 カメラアングルを変えていた。そこで予備に持っているコン

パク ト・デジタルカメラに三脚をつけ、シャッターの押 し方 を教え、自由に撮影 をさせ

た。子 どもたちの撮影 した作品は、私の撮影 したものより生 き生 きとした表情を捉 えて

いた。一生触ることの無かったか もしれないカメラを使って撮影 した自分の作品を見る

経験は、何か、子 どもたちの意識を変えるきっかけにはなった。これをどの ようにつな

げてい くのかは、キ ッズゲルニカ ・プロジェク トと同 じ問題である。(参 照:p.211図

版)

まとめ

以前、勤めていた博物館では、映画フィルムを収集するフィルム ・アーカイブがあ り、

その映画作品の上映を行っていた。サイレン ト時代の作品のプログラム上映で、映画を

学び、研究 しようとする学生が、あの喋っている年寄 りに注意をして欲 しい と言って き

た。サイレン ト映画の上映は、活動弁士 ・映画説明者、和洋合奏団の演奏、解説付 きで

行われるのが普通だが、当時の映画説明、音楽の資料、情報がないのと、この映画に行

われていた映画説明、演奏の再現ができない状態だった。違 うものを再演する弊害、現

在、再演 している人も当時の沢山いた中の一人のスタイルの継承、物真似であるために、

当時の物 と誤解することと音声、音楽の影響力が、映像の表現に優っているために、映
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像表現以上の心理的効果が出てしまうなどの問題、実演経費の問題 もあり、特別のイベ

ント再演以外 は無音で上映をしていた。

学生には、あの二人はどのような関係なのか、何 をしているのか、観察、想像するこ

とを頼んだ。一人は、もう目の見えなくなった老人で、 もう一人が、映画の場面を話し

ていた。過去に見た映画の場面 を思い出していたのかもしれない し、初めてみる映画を

想像 していたのか もしれない。元々、サイレン ト映画は、音声のないものを映画説明者

が音声で解説 した。情報の不足を補い、鑑賞者は想像 して、楽 しんでいた。学生 には、

映像の構成、表現 とは何なのか、フィルムに傷の入った映画で も、音がない映画で も、

面白い場面では笑い、悲 しい場面では泣 き、感動 し、ワクワクする。見えない多様な観

客に向けて、監督は、コ ミュニケーシ ョンの手段 として、映像メディアを通 じてメッ

セージを工夫 し出し続けている。

やはり以前、教えていた大学に、アメリカか ら日本に留学 していた全盲の学生が、映

画を制作 しているというので、制作方法 を尋ねたことがある。その学生は、耳から聞こ

える音情報で、空間を認識 し、その場にいる人や状況を感 じ取 って、 目の見えるカメラ

マンに撮影する方向、タイミング、撮影時間の指示 を出 していた。編集 も撮影された映

像の状況の説明を受け、記録 された音情報 と合わせて作品にしていた。ある種の感性の

記録であった。

盲 目のエ ッセイス ト三宮麻 由子は、私たち目の見える者に 「与えられた感性を磨 く」

ことを勧めている。 また盲 目のIBM研 究員淺川智恵子は、 目の見えない人のコンピュー

ター、インターネット利用のためのWebペ ージのプログラミングを研究 している。如何

にWeb情 報を理解 しやすい音声情報に置 き換 えるか、Web制 作者が、ノーマ ライゼー

ションを考えたWebを 作 るかを訴えている。

映画、テ レビの発達は、3D立 体映像のオンパ レー ドである。映画、アニメ、ゲーム

の3D化 作品の公開、販売は増え、裸眼3Dモ ニターが発売された。バーチャル ・リア

リティ(仮 想現実)空 間における創作、鑑賞、利用は、 目が見 えなければ立体視の体験

ができない。片方の目しか見えない人でも同 じである。

イタリアの2000年 の作品に、衣服の部分 に布を貼 り、髪の毛の部分に毛糸を貼った作

品があった。触れるキッズゲルニカ、触って感 じるキッズゲルニカ、飛び出す3次 元空

間作 品に進化 したと感 じたが、目が見えなければ、その部分のあることは認識できない。

手で触ることによって素材感は得ることは出来るが、全体像は分か らない。

キ ッズゲルニカ国際こども平和壁画制作 プロジェクトは、異文化理解、平和教育、美

術教育のコミュニケーションの手段 として、続いているが、視覚に頼 らない新 しい表現

方法、三次元空間認識能力、想像力 に新 しい技術な ども組み合 わせることによって、

「文化のイクオリティequality(平 等性)」 と 「ノーマライゼーシ ョンnormalization(等
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生化)」 を実現する可能性、希望はまだまだあることと、世界の どこかで、次の世代が

新 しい試みを行っていることを発見することができた。

注:

1)キ ュ ビスムCubism20世 紀初頭、ピカソとジョルジュ ・ブラックによって創始された表現

方法。一つの視点からの表現 だけでなく、複数の視点からの表現、色々な角度から見 た形

を一・つの画面 に描 く。

2)ア ルテ(Arte,AssociationRelativealaTelevisionEuropeenne)ド イ ツ ・フランス共同出資

で1992年 に開局 したテレビ局で、フランス語と ドイツ語で ヨーロ ッパを中心 に放送 してい

る。主 な番組:AbenteuerArte,ArteEuropa,ArteInfo(情 報 番組),ArteKultur(カ ル

チ ャー番組),DieNacht/LaNuit(報 道 番組),TopofThePopsト ップ ・オブ ・ザ ・ポ ップ

ス(BBC)生 放 送音楽番組の再放送で、芸術 ・文化の映像情報を提供 している。

3)「 子 どもの権利条約ConventiononTheRightsoftheChild」 各 国は、児童が、人種、言語、

宗教、政治的に差別 を受けず、生 きること、自由に表現、平等に教育を受け、文化的及び

芸術的生活に参加、経済的な搾取から保護 され、非人道的な扱いを受けないことなどの権

利を保障する条約。1989年11月20日 国連総会で採択 され、1990年 国際条約 として発効。 日

本は1994年4月22日 に158番 目に批准 し、5月22日 に発効 した。現在、192力 国 が批准。批

准 していないのはアメリカ合衆国 とソマリア共和国のみである。

http://www.unicef.or.jp/crc/index.html

4)3DGuernicaド イ ツのアーテ ィス トLenaGiesekeが 、 「ゲルニカ」をコンピュータ ・グラ

フィックによって、3D立 体化 した作 品。絵の中に入 り、逆方向な ど複数の視点か ら見 る

ことができる。

YouTubeで 、3DGuernicaを 検索http://www.lena-gieseke.com

http://japan.digitaldj-network.com/archives/51552471.htm1,

5)サ ダ コの像 と折 り鶴2才 の時 に広島に投下された原子爆弾 によって被爆 した佐 々木禎子

(1943年1月7日 一1955年10月25日)は 、病院で千羽鶴を折 り続ければ病気が治 ると信 じ

て、薬の包み紙な どで鶴 を折 りつづ けたが、亜急性 リンパ線 白血病で亡 くなった。広 島平

和公園にある原爆の子の像のモデル となった。 日本 では鶴 は平和の シンボルではな く、

「鶴 は千年、亀は万年」 と寿命 を楽 しむ という中国の神仙伝説から長寿の シンボルであっ

た。病気 回復、長寿 を願って病気見舞いに千羽鶴 を贈った。サダコの像 に、千羽鶴が贈 ら

れるようになって、現在は平和のシンボルになった。

6)"GERNIKAGUERNICA"SOURCEOFTOARTANDCULTURE2010-2012

ス ペ インのゲルニカでは、「ゲルニカ」の参照作品のプロジェク トを行っている。「ゲルニ

カ」か ら触発 された作品の紹介、制作などを行 う。

http://www.guernica2012.org

7)キ ッザニアKidZania1999年 メキシコか ら世界中に展開されている、子 ども向けの職業体験

型テーマパーク。 日本第2号 施設 としてキ ッザニア甲子園が、2009年3月 ららぽ一と甲子

園内に開業。子 どもが、お店の店員や消防士 などの仕事 を実際に体験できる。職業体験型

展示 は、 アメ リカのチル ドレンズ ・ミュー ジアムには、 どこで もある。「私の しごと館」

は、運営形態、展示思想に問題があったが、廃止 されたのは残念である。

8)ラ ビンドラナー ト・タゴールRabindranathTagore(1861-1941)イ ン ドの詩人、思想家。

ベ ンガル語 の詩集 「タゴール詩集ギーター ンジャリ」(岩 波文庫)を 自ら英訳。1913年 ア

ジア人 として初 のノーベル文学賞 を受賞。 シャー ンティニケタンに野外学校 を設立。現

在 ・ビショ ・バロティ大学(通 称 タゴール国際大学)。 平和教育を称賛。 日本 に関心が深
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く、 日本人の自然を愛す る美意識 を高 く評価、岡倉天心、河口慧海、野口米次郎 らと親交

があった。

9)大 手前大学では、大手前学園創立60周 年記念事業 として、2007年8月 に、中国 ・上海市の

幼稚園、ベ トナム ・ハノイ市の孤児院、西宮市立春風小学校で、壁画制作 のワークシ ョッ

プを開催、本学学生 も指導参加、9月14日 か ら18日 に は、いたみ稲野キャンパ ス体育館、

さくら夙川 キャンパス ・アー ト・セ ンター、CELLフ ォーラムでの展 覧会、外国の子 ども

も参加 したシンポジウムを開催 した。

http://www/otemae.ac.jp/about/activity/60th.html/
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一監巳_

大 きな絵 どころか、普段で も絵具を使 って絵を描いたことのない小 さな子 どもも年長の子 ども

に教わ りなが ら色付 けをした。

図版6
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ブラインド・ボーイズ ・アカデ ミー(イ ン ド)で の弱視の子 どもによるビデオ ・カメラの撮影

風景。監督 と演者の関係、役割分担がす ぐに生まれてきた。2010.3
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